
 

こ
の
た
び
、
伊
祖
公
園
内
に
位
置
す
る
伊
祖

グ
ス
ク
が
、
国
の
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
伊
祖
グ
ス
ク
は
、
琉
球
の
歴

史
・
文
化
を
語
る
う
え
で
不
可
欠
の
風
景
地
の

一
つ
と
し
て
、
国
の
名
勝
「
ア
マ
ミ
ク
ヌ
ム

イ
」
に
追
加
指
定
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の

伊
祖
グ
ス
ク
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。  

  
 

 

ア
マ
ミ
ク
ヌ
ム
イ
（
ア
マ
ミ
ク
の
杜
）
は
、

琉
球
の
国
土
創
生
神
で
あ
る
ア
マ
ミ
ク
が
創
造

し
た
と
い
う
伝
承
が
残
る
御
嶽
の
こ
と
で
、
今

も
な
お
琉
球
固
有
の
地
形
・
地
質
、
植
生
か
ら

な
る
聖
地
と
し
て
の
良
好
な
風
致
景
観
を
伝
え

て
い
ま
す
。
平
成
２
７
年
に
南
城
市
久
高
の
フ

ボ
ー
御
嶽
な
ど
の
３
か
所
が
国
の
指
定
を
受
け

ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
伊
祖
グ
ス
ク
や
南
城
市

の
斎
場
御
嶽
な
ど
が
追
加
指
定
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。 

   

 

伊
祖
グ
ス
ク
は
、
て
だ
こ
の
王
・
英
祖
王
の

父
祖
代
々
の
居
城
で
あ
る
と
い
わ
れ
、
現
在
も

城
壁
の
石
積
み
や
石
段
が
残
っ
て
い
ま
す
。
グ

ス
ク
の
あ
る
丘
陵
に
は
、
現
在
も
二
つ
の
拝
所

が
あ
り
、
伊
祖
地
域
に
拝
ま
れ
大
切
に
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

伊
祖
グ
ス
ク
は
、
首
里
王
府
が
ま
と
め
た
古

謡
集
「
お
も
ろ
さ
う
し
第
十
五
」
に
登
場
し
ま

す
。
オ
モ
ロ
（
古
謡
）
に
は
、
伊
祖
グ
ス
ク
が

ア
マ
ミ
ク
に
よ
り
造
ら
れ
た
こ
と
が
謡
わ
れ
て

お
り
、
ア
マ
ミ
ク
伝
承
の
残
る
琉
球
の
代
表
的

な
聖
地
の
一
つ
と
し
て
評
価
さ
れ
ま
し
た
。 第４6号 
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う
ら
お
そ
い
歴
史
新
聞

う
ら
お
そ
い
歴
史
新
聞  

【国指定名勝｢アマミクヌムイ｣・伊祖グスク】 

伊祖グスクは英祖王ゆかりの場所として親しまれてき

ました。今回はみどり豊かなアマミク神話が残る聖地

としての評価され指定されることになりました。 

 『
お
も
ろ
さ
う
し
第
十
五
』 

一 

ゑ
そ
ゑ
そ
の
、
い
し
く
す
く
、 

 

 

あ
ま
み
き
よ
か
、
た
く
た
る
、
く
す
く 

 

又 

ゑ
そ
ゑ
そ
の
、
か
な
く
す
く 

 
 
 
 
 

（
伊
祖
の
石
グ
ス
ク
） 

（
ア
マ
ミ
キ
ヨ
が
造
っ
た
グ
ス
ク
） 

（
伊
祖
の
金
グ
ス
ク
） 

 

伊
祖
グ
ス
ク
は
、
現
在
丘
陵
の
一
部
が

沖
縄
県
の
史
跡
「
伊
祖
城
跡
」
と
し
て
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
琉
球
石
灰
岩
の

丘
陵
全
体
が
緑
に
覆
わ
れ
聖
地
と
し
て
の
風

致
景
観
が
保
た
れ
て
い
る
公
園
北
側
の
丘
陵

全
体
が
国
の
指
定
を
受
け
、
将
来
に
わ
た
り

保
存
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

伊
祖
自
治
会
の
安
里
正
一
会
長
は｢

長
年

の
念
願
が
か
な
っ
て
地
域
の
先
輩
の
方
々
が

守
っ
て
き
た
伊
祖
グ
ス
ク
が
国
の
文
化
財
に

指
定
さ
れ
感
無
量
で
す
。
こ
れ
ま
で
ど
お

り
、
グ
ス
ク
で
行
っ
て
い
る
拝
み
や
、
こ
の

風
景
を
守
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
浦
添
グ
ス

ク
と
と
も
に
地
域
の
観
光
資
源
と
し
て
も
活

用
し
て
い
け
た
ら｣

と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

  
 

    
 

 
 

 

舜
天
王
統
、
英
祖
王
統
、
察
度
王
統
の
居
城

と
し
て
２
２
０
年
栄
え
た
浦
添
グ
ス
ク
と
浦
添

よ
う
ど
れ
と
地
域
の
文
化
財
を
う
ら
お
そ
い
歴

史
ガ
イ
ド
が
案
内
し
ま
す
。 

 

●
企
画
「
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
」
探
検 

●
開
催
日 

平
成
３
０
年
８
月
１
２
日
（
日
） 

●
時
間 

８
時
３
０
分 

受
付
開
始 

 

９
時 

開
会
式 

１
２
時
終
了
予
定 

●
料
金 

一
人
三
百
円
（
保
険
・
資
料
代
含
む
） 

●
参
加
資
格 

小
学
３
年
生
以
上 

 
 

（
小
学
生
は
大
人
の
同
伴
が
必
要
で
す
） 

●
定
員 

１
０
０
名 

●
申
込
先 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

 

☎
８
７
４
‐
９
３
４
５
（
９
時
～
１
７
時
） 

●
申
込
締
切 

８
月
９
日
（
木
）
１
７
時 

●
コ
ー
ス  

 

浦
添
グ
ス
ク
（
伊
波
普
猷
の
墓
、
浦
添
家
の 

 

館
跡
、
デ
ィ
ー
グ
ガ
マ
、
浦
添
城
の
前
の 

 

碑
、
仲
間
樋
川
、
ク
バ
サ
ー
ヌ
御
嶽
な
ど
） 

●
注
意
事
項 

 

帽
子
持
参
、
軽
装
、
運
動
靴
着
用
で
参
加
下 

 

さ
い
。
雨
天
は
中
止
に
な
り
ま
す
。 

●
主
催 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
う
ら
お
そ
い
歴
史
ガ
イ 

 

ド
友
の
会 

●
共
催 

浦
添
市
教
育
委
員
会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

●
伊
祖
グ
ス
ク
と
お
も
ろ
さ
う
し 

 
 
 
 
  

●
ア
マ
ミ
ク
ヌ
ム
イ
と
は
？ 

 
 
 
  
 

●
国
の
指
定
と
よ
こ
ろ
び
の
声 

安里正一・伊祖自治会長 

夏
休
み
企
画
「
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う

ど
れ
探
検
」
参
加
者
募
集
し
ま
す 

 

伊
祖
グ
ス
ク
が
国
の
文
化
財
に
指
定 



 

映
画
「
ハ
ク
ソ
ー
・
リ
ッ
ジ
」
の
舞
台
と

な
っ
た
前
田
高
地
で
す
が
、
今
年
も
う
ら
お
そ

い
歴
史
ガ
イ
ド
に
よ
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
を
実
施

し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
参
加
下
さ
い
。 

 

●
催
行
日 

平
成
３
０
年
６
月
３
０
日
、 

７
月
７
日
、
１
４
日
、
２
１
日
、
８
月
４
日
、 

８
月
１
１
日
、
１
８
日
、
９
月
１
日 

毎
週
土
曜
日
の
全
８
回
（
※
雨
天
中
止
） 

●
時
間 

出
発
１
０
時
、
終
了
１
１
時
半
予
定 

●
集
合 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

●
解
散 

浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ
ン
ス 

●
募
集 

各
回
２
０
名
（
小
学
生
以
上
） 

●
料
金 

一
人
５
０
０
円
（
保
険
・
入
館
料
込
） 

●
申
込
先 

参
加
前
日
ま
で
に
よ
う
ど
れ
館 

☎
０
９
８
（
８
７
４
）
９
３
４
５
で
お
電
話
に

て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

国
指
定
史
跡
「
浦
添
城
跡
」
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
と
浦
添
よ
う
ど
れ
の

発
掘
調
査
で
の
出
土
品
や
戦
前
の
写
真
パ
ネ
ル

な
ど
を
展
示
し
て
い
ま
す
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】 

 
 

大
人
（
高
校
生
以
上
）
１
０
０
円 

 
 

小
人
（
小
中
学
生
） 

５
０
円 

 
 

※
市
内
小
・
中
学
生
は
無
料 

【
休
館
日
】 

 
 

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
・
年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
０
３ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３
‐
１ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
４
‐
９
３
４
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 
牧
港
線
（
５
５
番
） 

 
 

仲
間
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

  

浦
添
グ
ス
ク
の
南
側
入
口
に
あ
る
県
営
公
園

の
施
設
で
す
。
浦
添
グ
ス
ク
の
模
型
の
ほ
か
、

グ
ス
ク
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
や
出
土
品
の
レ
プ

リ
カ
を
展
示
し
て
い
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
訪
ね
下
さ
い
。 

 

【
開
館
時
間
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時 

【
入
館
料
】
無
料 

【
休
館
日
】 

 
 

月
曜
日
（
祝
日
は
開
館
）
・
年
末
年
始 

【
住
所
】
〒
９
０
１
‐
２
１
０
３ 

 
 

沖
縄
県
浦
添
市
仲
間
２
‐
５
３ 

【
電
話
】
０
９
８
‐
８
７
６
‐
３
５
５
５ 

【
ア
ク
セ
ス
】 

 
 

琉
球
バ
ス
交
通 

５
６
系
統 

 
 

浦
添
小
学
校
前
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分 

○
浦
添
大
公
園
南
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
展
示
コ
ー
ナ
ー 

 
 

 

浦
添
グ
ス
ク
を
は
じ
め
と
し
た
、
市
内
の
史
跡

や
歴
史
ス
ポ
ッ
ト
を
有
料
で
ガ
イ
ド
し
ま
す
。 

   

料
金 

ガ
イ
ド
１
名
当
り
（
２
０
名
ま
で
対
応

可
） 

 

１
時
間 

１
，
５
０
０
円 /

 

２
時
間 

３
，
０
０
０
円 

  

団
体
で
の
ご
利
用
や
、
コ
ー
ス
や
時
間
な
ど
は

相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。 

 

申
込
先 

浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

【浦添グスク・ようどれ館】 

浦添ようどれ墓室（西室）の原寸大の模型がみどころ。館内

は、ＮＰＯ法人うらおそい歴史ガイドが展示の解説も担当し

ます。駐車場も完備しています（大型バスも対応可）。 

○
浦
添
グ
ス
ク
・
よ
う
ど
れ
館 

【浦添大公園南エントランス展示コーナー】 

施設の中には「うらおそい歴史ガイド」が解説員としていま

すので、解説をご希望の方は気軽に声をかけてください。駐

車場も完備しています（バス対応可）。 

○
う
ら
そ
え
歴
史
ガ
イ
ド 

 

ツ
ア
ー
随
時
受
付
中
で
す
！ 

浦添市歴史にふれる館の地図 

浦添グスク・ようどれ館と浦添大公園南エントランス展

示コーナーの地図 

ご 利 用 案 内 

【うらおそい歴史ガイドによるガイドツアー】 

現地だけではなく、企画展「沖縄県の戦争遺跡」の

展示会場もご案内します。夏休み中に毎週開催しま

土
曜
催
行
「
戦
跡
・
前
田
高
地
を
歩
く
」 

 
 
 
 
  
 


